
2020年（令手口2年）7月10日（金曜日）ゴ　畏常子ゴヒ

東北大けじめをつけよ
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大
学
な
ど
の
学
術
研
究
機
関
が
社
会

か
ら
信
頼
さ
れ
、
輝
き
続
け
る
に
は
論

文
や
業
績
に
不
正
が
な
い
こ
と
が
大
前

提
で
あ
る
。
研
究
第
一
主
義
を
標
傍
す

る
東
北
大
な
ら
ば
、
な
お
の
こ
と
で
あ

る
。
2
0
0
7
年
、
同
大
研
究
者
ら
に

よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
金
属
ガ
ラ
ス
の
複

数
の
論
文
に
匿
名
で
不
正
疑
惑
が
指
摘

さ
れ
た
。
大
学
ト
ッ
プ
が
関
わ
っ
た
事

案
で
あ
り
、
多
く
の
報
道
が
さ
れ
た
。

最
初
に
学
内
に
設
け
ら
れ
た
委
員
会

は
、
「
実
験
で
再
現
で
き
た
」
と
デ
ー

タ
の
捜
造
疑
惑
を
一
蹴
し
た
が
、
後
に

次
々
と
発
覚
す
る
疑
義
で
揺
ら
い
だ
。

こ
の
問
題
は
、
世
界
的
に
権
威
の
あ
る

英
科
学
誌
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
」
が
、
1
1
～

1
3
年
に
4
度
も
東
北
大
に
自
浄
作
用
を

求
め
る
畳
例
の
論
考
を
掲
載
し
た
こ
と

で
、
当
該
研
究
者
の
問
題
を
超
え
て
「
東

北
大
の
問
題
」
と
し
て
世
界
に
知
れ
わ

た
っ
た
。
腰
の
重
か
っ
た
東
北
大
は
学

外
者
に
よ
る
調
査
委
員
会
を
1
3
年
に
設

置
、
本
格
的
な
調
査
に
乗
り
出
し
た
。
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疑
惑
論
文
の
代
表
は
1
9
9
9
年
に

日
本
金
属
学
会
欧
文
誌
に
掲
載
さ
れ

た
。
こ
受
刑
文
に
は
9
7
年
の
論
文
の
写

真
1
枚
と
グ
ラ
フ
2
枚
が
何
の
言
及
も

な
し
に
一
部
変
更
さ
れ
、
流
用
さ
れ
て

い
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
写
真
は
別
の
論

文
の
、
別
の
種
類
の
合
金
だ
っ
た
こ
と

も
発
覚
し
た
。
し
か
し
、
3
年
後
に
出

た
調
査
報
告
書
の
結
論
は
、
要
約
す
る

と
、
「
被
告
発
者
等
の
行
動
（
写
真
や

グ
ラ
フ
の
流
用
）
が
錯
誤
か
故
意
か
判

断
す
る
こ
と
は
困
難
。
よ
っ
て
研
究
不

正
と
認
定
で
き
な
い
」
で
あ
っ
た
。

今
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
委
員

6
人
全
員
が
「
研
究
不
正
と
認
定
で
き

な
い
」
と
の
結
論
を
支
持
し
た
の
で
は

庖
い
と
い
う
点
だ
。
半
数
の
3
人
が
「
問

題
あ
り
」
と
の
意
見
だ
っ
た
が
へ
1
人

が
亡
く
な
り
、
残
る
2
人
は
調
査
報
告

書
に
は
「
問
題
あ
り
」
と
の
付
帯
意
見

を
反
映
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
条
件
に
、

委
員
長
ら
に
押
し
切
も
れ
た
。
さ
ら
に

報
告
書
で
は
、
そ
の
一
部
し
か
記
載
さ

れ
な
か
っ
た
の
が
鼻
態
だ
。
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大
学
と
は
別
に
金
属
材
料
研
究
の
危

機
を
感
じ
た
日
本
金
属
学
会
元
会
長
ら

6
人
が
2
0
1
7
年
、
学
会
に
「
公
正

な
判
断
に
基
づ
く
適
切
な
措
置
」
を
要

請
し
た
。
そ
の
結
果
、
学
会
は
疑
惑
論

文
と
1
9
9
7
年
論
文
は
共
に
「
金
属

材
料
の
研
究
者
と
し
て
あ
り
得
な
い
、

科
学
的
に
不
適
切
な
事
実
が
あ
る
」
と

公
示
し
、
撤
回
処
分
を
し
た
。
学
会
と

し
て
の
責
任
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

学
会
の
処
分
で
改
め
て
東
北
大
の
調

査
報
告
書
の
信
頼
性
が
問
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
異
議
を
唱
え
て
い
た
調
査

委
員
2
人
は
2
0
1
9
年
5
月
、
「
非

公
開
状
態
に
な
っ
て
い
る
包
望
愚
見
の

存
在
確
認
と
再
調
査
」
を
東
北
大
に
要

請
し
た
。
し
か
し
、
大
学
は
「
現
時
点

で
特
に
答
え
る
こ
と
は
な
い
」
　
（
広
報

室
）
と
コ
メ
ン
ト
し
た
だ
け
だ
っ
た
。

大
学
が
論
文
不
正
疑
惑
を
う
や
む
や

に
す
る
こ
と
は
、
自
ら
の
存
立
理
念
を

否
定
す
る
こ
と
に
等
し
い
。
そ
れ
は
研

究
者
や
学
生
の
モ
ラ
ル
の
低
下
を
引
き

起
こ
し
、
組
織
を
侵
食
し
て
い
く
だ
ろ

う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
東
大
や
京
大
、
理

化
学
研
究
所
な
ど
日
本
を
代
表
す
る
研

究
機
関
は
こ
の
種
の
問
題
に
は
迅
速
か

つ
厳
正
に
対
処
し
て
い
る
。

東
北
大
で
も
歯
学
研
究
科
で
は
、
厳

正
な
対
応
が
取
ら
れ
た
が
、
元
総
長
が

関
与
し
た
今
回
の
事
案
で
は
曖
昧
な
ま

ま
で
あ
る
。
東
北
大
は
毅
然
と
し
て
、

こ
の
問
題
に
け
じ
め
を
つ
け
な
け
れ
ば

禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。


